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第 41凶 住教育フォーラムの記録

主催 (財)住宅総合研究IlJ凶 打数flをは会

テーマ 人が知的になるとはどういうことか
認知科学の領域から住まい・まちづくり学狩へのメッセ ジ

7月 1EI (金〉今後 611年 ~9 時 3 0分

お財閥会議宗

東京大学教育学部教授 拡:的措ド氏

-コーテ。イネ+ 熊本大学工学部教絞 延藤 安弘 〈住総初日主教育委貝会副凶〉

ノノ 東京学芸大学教育学部教授 小j事 紀美 h住総iiJHt教宵委良会委員〉

. 71γリj-7 千葉大学陶芸学部助手 木 F A耳 " ]1'-Jl) 

N 筑波大学H脱小学校教諭 問J[11 万照子( " 委H)

-記録 跡見学図続矧大学家政科i詩的i !J[[藤仁美( dγ 後只〉

参加者 建築系・教育系などの研究者・実務者、，itびに大学院品・学生、

まちづくりなどの活動家、I1JJL¥のある立婦の方など 42名

A可会・進行役の小i'!'紀美子先生

次号予告は裏表紙に

-この「住・まちづくりフォ ラムかわら版j は、住教育フォ ラムの開催記録

を仮にまとめたものです。将来、何凶かのフォ ラムの成果と、各委員の皆さん

による研究論文を合わせて、書籍として刊行する予定ですので、ご期待 Fさい 0
.また、次回のフォーラムの案内状も兼ねています。裏表紙をご覧下さい。

-表紙デザイン、裏表紙カットェ町田万良子

・編集・文責=事務局 留宮昭郎、小菅寿美子、平井なか
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' 東京大学教育学部教授 佐伯 酔

LPP型ド論とは、 Legi.timatePeripheraJ Pariphcr 

ParUcjpation という英語の頭文字を取ったもので、

，rE統的周辺参加i論という忠:味で、従来の字予iという椀念

を根本からひっくり返した考え)，です。

まず第ーに、学習というのは、誰かから教えられると

いうことではなく亡、生きて成長する中で自然にやって

いる、人間の最も自然な符みである。関]づくりという前

に、コミュニティや牒墳の中での向学びが人々の中にち

ゃんとある、そういう状況から宅えようということです。

もう…つの大きなひっくり返しは、副会との関係です。

学びの一番の源泉は社会であって、む会との関係の中で

学びは品まれている。学切というのは、 fm威ある知識な
り体系主飲み込んでいくとか、身に付けていくというの

ではなく、その人が関係を拡げていくことである。それ

は、地域の人々との関係であったり、自分自身との関係

であったちする。特に権力的な!瑚係の中では、学留は抑

えられる。ある意味では学習というのは、権力関係のひ

っくり返しなのです。

もうーつ非常に革主主なのは、コミュニティということ

を常に考えなければいけないということです ο どういう

コミュニティを前提にして考えるかによって話は変わっ

てくる。伊jえば、住んでいる人たちが、その地域のコミ

ュニティを術援にして、そのコミュニティの中でより知

的になり}人的に文化の実践者として育てられていくと

いう想定でいくのか。あるいは、ここにいるコミュニテ

ィも活動の場も違う人たちが、町づくりについてどうい

うふうに研究していったらいいのか。

つまり、 LPPf!Hr.骨とは、 'HiO)II会学なのです。学

習を主i会学的に見るということですの学留というのは社

会学的なi埠係づくりであり、 11会的な関係の中で発生し、
そして社会的な関係を変えていこうとする、まさしく社

会的な営みなのです。いわゆる心理学的主義とはだいぶ

違い、むしろ文化人類学とか、人類学的な視点で学穏を

とらえています。もともとこの理論を提唱した Laveと

Wenger!立、いずれも人類学者です。だから、学ぶという

ことは、その人自身がどういうコミュニティでどういう

ふうに 人前に中心的な活躍をする人物として成長して

いくかということだと考えるわけです。学習主j，是非常lこ

担会的な文脈の中でとらえるということが出発白になっ

ているわけです。そうすると、学校で今まで行っている

学習観というのは非常lこ人為的であり、本当の自然な人

々がお互いに学び合うような関係の中での学習ではなく

なっているといえます。ここでは、それを告発するとい

うことではなく、地域の人たちが学び合っていくという

ことをどういうふうに妨げないでおくことができるかと

いうことから考えたいと思います。

私の乏しい建築関係の知識のーっとして、 3巨大の高橋

研究室の研究の…端をご紹介します。それは、文京区の

被1世近辺と練馬区の光が五団地の子供たちの生活環境と

遊びについて、建築学的、環境学的観点から研究したも

のです。

文京区の組津地域は、非常に狭い道が入り込んでいる

所ですーが、子供たちは常に進で遊んでいます。道で遊ん

でいると、よそのおじさんが何となく訴しかけてきたり、

駄菓子震の的をたむろしていると色々な積類の人たちと

出会い、話し込んできたりする。地域の中で、世代間を

越えた交流、学校!出を越えた遊びが非常にすチュラノレに

行われている。(初めて会う人たちがや百となく出会って

しまう、絶えず見知らぬ人と出会っていて、見知らぬ人

が見知らぬ人でなくなっていくような関係づくりという

のカ〈非常にうまくできている。〉これはどういうことか

というと、コミュニティの中に、色々な先輩、後望校、新

参者、地域に長く住んで日正史を知っていて、 「首はあそ

こはこうだったんだぞ lと言える、そういう人たちが述

統的につながっているのです。ですから、その中にいる

とWiしくヲ!っ越してきた人でも、色々な人と話し込んで
いくうちに、今度は見先lらぬ人がいたらすっと声が掛け

らオlるような関係ができてくる。そして、自分はこの地

域の住民になっていっているという実感を持つ。自分日

身がこの地域の中で 人前なんだなというアイデンティ

ティができていく。何があっても心配ない、わからない

ことがあったらr赴に開けばL、L、かがわかってし、ると L、う

ような関係ができてくる。そういうコミュニティという

のが、学び合いが非常にナチュラノレに状況的にうまくい

った例であるといえます。

ところが、光が丘凶地の場合は違います。少なくとも

子供の遊びに関しては、遊ぶ集日jが r~l 定しています。学

校だとか学年単位での遊びになって、学校の延長になっ

ている。いつも同じ所で、一定の人たちだけがある特!闇

遊んだらあとはノマッと塾かどこかへ分散してしまう ο そ

ういう所では、遊ぷ活動の場も広がりを持たない。枇代

i田を越えるとか、別のコミュニテイと 絡になるとか、

3 



自分がその地域で、文化ゃいろいろな倒的などの様々な

ことについて、だんだんわかっていくというような関係

づくりの構造になっていない。学びがfJJざされている。
そうすると、そこに例年住んでいてもアイデンティティ

がないc 本当の;意味でのコミュニティの全体像が見えな

い。人1mが 人前になっていくってどういうふうなのか
ということを学宵していくような構造を持っていないと

いうことになります。

地域とか住まいに住んでいるということは学んでいる

ということです。その学ぶということれ身が線外されて

いったり、おかしなことになったりしてはいないだろう

かということをいつも監視していかなければいけない。

これが重要な占ですO

コミュニティの中には、必ずある底味での権力構造と

いうものを潜在的にもっています。ある権力体制を維持

しようと思ったら、人を学ばせないのが 番いいのです。

例えば、地域でも新しくきた人たちが戸惑っても何も教

えてあげないとか。

地域や職場でも長くいる人l立、中核的存夜になります

が、その人が絶対的権力を持っているということとは違

います。その席辺にいる人は全く新しい異文化を背負っ

て参加する人です。周辺にいる人と中核にいる人が対等

に意見交流できる。学び合いが権力関係を越えて、いろ

いろな所にネットヮ クが広がっていくということが大

切です。私たちが、地域の中である参加の軌道が見える

かどうか、この話はどこまで通じていってどういうこと

まで繋がっていきそうかということが兇えているかどう

かが、コミュニティに参加することの重要な条刊になる

わけです。

コミュニティなり地域なりが学び合っている場になる

のか、それとも学ばせまいとし合っている場になるのか。

どんな世界でもどんな分野でも、すべての人がそのコミ

ュニティの中で 人聞の人間としての活動の場がありそ

うだという実感をもつことを妨げようとするluiと、うま

くやろうとする而と、常に両国を持っているということ

を是非考えていただきたいのです。

配布したプリント「教育的牒境とは何か」というのは、

日本認知学会の教育的環境のデザインという分科会がで

きたときに、記念ンンポンウムで話した際のレジュメで

す。今申し上げているような発銀の学習織を説明してい

ます。

(1)ピアヅェの理論では、顕がよくなるというのは、

頭の中に構造ができあがるのだとか、言葉が定着するの

だとかというふうに考えている。これをやめて、ものを、

考えるということは、他者や外界と交渉していることで

あり、その交渉の中で我々が常に新しい意味を発見した

り、新しい交渉のスキノレを身に付けたりしているのだと

考えています。

( 2 )学んでいるということは、知識が郊の中に人る

ということではなくて、その人が 人的になること、会

人格的なものです。その社会、コミュニティ、地域で、

自分が活かされている、私が私であるという実感をもっ

て、そのコミュニティに一石を投ずることできるような

人間になっていくことです。今の学校教育で、子供たち

が本当にそういう実感をもっ学びをしているかどうかと

いうと、暗い気持ちにならざるを得ません。

文
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い;Jfl，;tである。刷、たちがこれでいいのだと2足感するのは、
殺かに詩われていいのだと思うのではなくて、共同体の

中での手応えなのだということです。たしかにそれでう

まくいきそうだとか、なるほどなということが事実とし

て実感できるということ、そういう倒髄とか意義という

ものが生まれて、こちらに戻ってくるようなときに、私

たちは学習窓欲を感じる。学習は、手応えを感じていく

世界なのだということです。

( 4 )コミュニティの参加ということが学習なのだと

いう捉え方です。学習者は必然的に新参者同士、あるい

は古参者、親方とかその道のエキスパ トもいますが、

そのエキスパ トとの権力関係の秘約を受けつつも、そ

れらとのコンフリクトを通しての共肉体意識のっくりか

え(再生産〉、成員聞の世代交替(置換〉ということを

もたらすものでなければならない。世代交替というのは、

やはりコミュニティを活世化していく上で必要なことな

のです。

( 5 )学習を動機づけているのは、外的な報酬でも、

好奇心というものでもない。参加しているのだ、自分が

その中で際係を作っているのだという実感と、行き先の

気配を感じる (prolesis)ということが起こってくるこ

とです。

( 6 )主主するに卜全的活動へのアクセスだということ

です。情報が閉ざされているのではなく、情報が得られ

ること、あるいは何か活動しているときに、活動を広げ

ていく手段が常に利用可能である。いろいろな道具立て

があって、それはイぜかをやるための道具であると同時に、

やることによって意味がもっと広がって見えていく。閉

じたコミュニティの中で、お互いに仲良くというだけで

なく、そのことを過して今まで知lらなかったもっと外の

IIt界の窓味が見えてくるというような活動であれば、そ
の学びには、文化的透明性がある。つまり、文化のつな

がりや広がりがすっと見えていくような状況にあるとい

うことになる。

しかし、この LP P理論に、私なりにいくつかの疑問

をもっています。

一つは、この LP P理論の出発点になっているのは、

従弟ifll1の研究なのですが、実践共肉体というものが実体

化して存在しているように見えるけれども、実際は学習

者が最初にいるときには自分自身がどこの共同体に嵐す

るかわからないということがある。

また、異なる共同体が重}菌的に震なり合っていたりと

いうことがある。伊iえば、学校の理科ならば、科学のコ

ミュニティ、数学のコミュニティが重!留に重なり合って

いる。それを一人の子供が色々な関係で学んでいくとき

に、自分の中でコミュニティ聞の関係ということが、当

然コンフリクトとして起こってくるわけです。そういう

コミュニティ鈎の問題もあるだろう。

さらに、誰か他者という者がいて、その仲間がいる/J、

ら私がここにし、るのだとし、う、そうし、う非常に殺しし、誰

かとの関係とコミュニティの関係をもう一度考えなけれ

ばいけない。

LPP理論では、親とか教師というものが妙に教え込
もうとすることが、コミュニティの本来の学びを壊すと

しているのですが、実際は本当に良い育ての導き手だっ

ているであろうという考えがあるわけです。

要するに、 (1)実践共同体というのは制度的に存在

しているとは限らない。私たちの意識の中でしかないの

かもしれない。意識そのもの、共間体感覚みたいなもの



が!jま ilてくるようなきっかけもあるということを考え
ていきたL、。(2 )それから共同体の導きヲということ

があるだろう 教(fというはみは、やはり考えなければ

ならないと}J..¥ってい。わけです c

静に、紅、が捉射している i認識のド…ナッツ論 iの説

IljJ をしま1
人|出が学んでいくときは、 人祢! I Jから始まりま

す。 人祢の IH界が保怖されていないような 111界だと、

学びははじまらないわけですれつまり私は村、であってい

いのだとか、私1'14のこだわりということをまず出発点
に考えたいということです。それが学校教育の場合には、

一人称の限界がものすごく殺されているということがあ

る。私はこう思う止いうことではなくて、みんながどう

思うかということばかり考えてしまう、そういう '1'では
字びは始まらないのです。 私は、学問とかJ1H角!iという tj
葉よりも、 |学ぶJとか[わかゐ Jという百葉を使いま

す。全部 人称で j'，い換えられるからです。立欲、態IJ[、

関心などというのは故iliの流行 i'j葉で、それを宵てる教
育などとよく f旬、ますが、それはすべて三人称的な表現

になっています。そういう 人祢!のな 11 で T~Wlを考える
というのが、まずいのです。まず、相、が紅、として何がや

りたいのか、fI分を 人称として向党することから学び

が始まるのです。

それに対して!Y () U 1という了人称fド)1"界がある。

YOU というのは、 ~'t ~ëi 工i 体と;人称白10 に WIわる他荷と
いうことです。この 人祢というのは、宇泊者に対して

協力的であり、意義の先説み的に間Jわってくる。 Hとな
く先の世界を見せてくれる。その人は、私の立場に立っ

てくれるし、私自身の感じていることをー絡に感じても

くれる。しかし、その人自身はもう一つ奥の世界、私の

知らない世界も知lっているみたいだ。そういう人との関

t宅のことを iY0 U Jといっています ο
そして、そういう関係ができることを 7 消 接ilii.1と
呼んでいます。例えば、地域に何となく心を許せる他者

がいて、それで地域のコミュニティの中で在、がまず筋

歩を踏みHiせる。それが第一接加になるわけです。お11

いにYOUになりえる関係、お互いに共感し分かり合え
るような関係が、 r-w会Lけなのです。そういう人との
出会いが、やりやすい関係づくりになっているかどうか

ということが火事なのです。地域の中で、色々な人と色

々接触できて、何気なく言葉を交わし合えるような凶係

がその中にあるかどうか、 YOUを見つけ合う関係がで
きるかどうかが重要です。

三番目が i~TllEY 関係」です。 YOU と THEY と

がどういうよ、うにつながっているのかというのが、 「第

二銭i揺」と呼んでいるものです。つまり、 YOUと繋が

第二接濁
第一緩蕗

認識のドーナッツ

っていることで、その後ろの世界、もっと本当の文化だ

とか、 mの中、世界など本当にそこに災在している世界
を私たちがII(f出みることができるかどうかということが、

第二接耐なのです。そこで、まさしく 般的な他者とい

うか、見知lらぬ他者の存在、あるいは加の地域の人とか

を垣間みることができることになります。

その rlH!lUみる」ということを私は !'pro.lept.icJと呼
んでいます。これは言語学の言葉で、未来の出来事を現

71:または過去のこととして記すことを言います。予見法
という先々起こることを今の時占でとらえる、主主義の先

取りのことです。仰となくわかっているみたいな感じで

振る持っているうちに、だんだんわかってくるという感

じです。 1牲に調子を合わせることや物まねとは違う。ど

こが迷うかというと、第二接聞が見えているかどうかと

いう市です。取なるごっこ遊びで、それが部じていて、

r rule of gameJが完全に回定しているならば、そこで
はいくら色々やっていても、 111の中のもっとうlのこと、
I [ut.urc unknown act.lvityjは見えてきません。見知iら

ぬこれから起こりそうなこと、様々な力関係だとか、非

常に悶，，11な障害、逆に!師白いことやいいことが予見でき
ていくようになっているかどうかが大切です。それは、

["activityJが !'''pro]cpticJになっているかどうかと関

わりカ〈あるのです。

iが YOUとかかわり合う活動というのは、合理性と

か合目的性ではなくて、むしろ遊びとか楽しみに近い。

つまり世界を模索し、 2見占やj'r.場を自由に交換したり、
fIIJ 錠をあえて変えてみたりすることで、その制約の持つ

意味カすみえてくる。ゲームをノレ ノレのように遊べる世界

を明時ーにして、安心して没入することも保却される。

ところで、このようなYOU約存在は、実際には柏f[

flせに関係的に車日発するのであって、どちらかが叩方的に
YOU的にllilる舞うのではなくて、いわば出会いとして
再いに YOUになり合う関係として出現する。すべての
人間が生まれながらにして潜夜約に他者に対してYOじ
になろうとする特性を持っている。

同 一 明5



ここで、学背者の 1とYuUのどちらかの)fが祢 )Jを

J寺っているということもあり得る。しかし、そこで権力
がむき出しになって迫っているのではなく、 m11に共通
の良きものをつくり出そうとする生成的な態度となって

.1対体的になっている。権h関係はあっても、 trlhの{百
頼総係があるのです。

ITHEY段界jは、規範とか似値、あるいは見知ら

ぬ安磁さというようなものであって、私たちの共同体そ

のものの外側で、!~ nil体を規制している世界ということ
になるわけです。

再び lの悦点から YOUの見え方を考察すると、夜の

?註単に峡る車内と車外の関係に似ている。 YOUの11けZ

というのは、車内と 1ft外の両方 iJ~.Y¥!.えているという点で、

半透明の陛界であ。。どういうことかというと、自分が

そこで自分自身をみることができるわけです。それと同

時に、個人を越えたもう♂つ奥にある別のコミュニティ

が見えてくる。私が、自分自身も見ることができるし、

その中で訴り合うお立いの関係も見える。しかし、もう

一つ、夜行列車の外側、本当のザアノレな世界というのが、

背景にみえる。その中で、自分を合めて、自分自身を映

し出す鏡としてその場が感じられる。これが本当のYO

U 的関係なのです。

YOU的関係というのは、 N'良く和気あいあいという
のがすべてかというと、決してそうではない。自分自身

を反省してみたり、 gl分自身を内部iしてみるという常み

と恒i将に、そのことのもう一つ奥にある世界を注|問みる
ことができるかどうかという関係の中でのYOU的な世

界があれば、それは見事に学習を支えていくのだという

ことなのです。

最後に「接!自!の硬直化lという IJJj題があります。第一
接断、第二接i師のR患のYOU世界、それ1;1体は媒介110な

作用をもつけれども、いわゆる社会 般に閃かれた実践

の共同休ではない。にもかかわらず、第 2j韮!屈を全く不

透明にして、 YOU が未~lIなる T 111よYを担Ii甘見せてく

れることなく、ただ!との交流だけでm.に{中が良いだけ
というのであれば、 '1三産なき消費のみの活動ということ
になる。つまり、あらかじめセッティングされた定型化

した軌道を辿る迎動のみに従事している場合は、 Y0 U 

限界は、 J註似n甘な実践共同休となる。そこでは、共感と
総説さの表11日的な確認作業だけがt!l'L'((1拍動になる。つ

まり「オタク化Jというわけで、カプセノレ化して他を排

除して独自の限界をひたすら保持し統けるようになる。

Prolepsisとは

Proiepsis朱来の出来事を現在または過去のこととして記すこと.

ex. He s凡ruckller dead. 1 dntin a cup drγ 

(修務学}予=1Ft会

Z 山田中山Oll，pre田町芯pUOJl

より上七時的に

O意識の先取り→大切f立E-o おもLろ主主立.おいし主主立ρ

O(本当は)わかつてないけど わかったかのようにふるまう.

単に『調子をあわせることjや fものまねjなどとどこが遭うのか

f数学者ごっこJ0 科学者ごっこIでいいのか.

→第二銭函が予見されているか

6 

Night-Train Window 

そこでは、 YOUのみがあって Iすらもない、本当の自

分という者すらもなくなっていくということになります。

他方、第一接聞がほとんど見失われ、 lがあたかも第

二接面に'ftたされているかのような場合もある。これは、
YOUがTHEY化しているわけで、共感性や非目的!'fJ

な遊びがなくなり、見知]らぬ攻撃への恐れと、防衛だけ

で回められる。ひたすら外界の変化を眺めているだけ、

辿っているだげで、白分でやJかを試してみるとか、自分
自身で動いてみるということが全然できなし」そのよう

な場合は、 YOUが本来 iに垣間見させる綜示的prole

plicに示すはずのTHEY限界の規範性は、:意味の文脈

を剥奪されたむき出しの権威として追ってくる。何々べ

きであるということが、理由や娘拠、意味的な裏付けを

すべて捨象して、 Iべきであるから、べきである」とし
て迫る。遊び、実験、保索がなくなり、 「なってみる i

という仮想的な自己投影も許されない。

こういうところで、 Y0 Uj世界のもつオタク化傾向と

THEY化傾向は、!と YOUの関わり様式を含む文化

自体によって、それぞれの強さが規定されるけれども、

iやYOUのそれぞれの歴史によっても規定されるとい

うことなのです。

王子、は、やはり学ぶということを相会的な関係牲の中で

つくり出していくこととしたならば、あくまで社会に}よ

がりを持っていくような学びの環境づくりこそが、これ

から考えていかなければいけないことではないかと思う

のです。
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i圏踊:
(圃‘参加者、骨講師〉

麟林:泊分が一人前になることについて生き生きと4メ
ージできる情報について教えて下さい。

.大1il!:学ぶこ~とn号、自分を一人前として認めてくれる
よりjj(い関係者を構築することであれば、プランナ一作業

に参考になる考え方だと思いますが。

・佐伯 仮想的でもいいから作り干の側になって物を考

えるということは非常に大事なことです。(，、まある住

環境を考える場合でも、それをつくりかえる立場だとか、

スクラッチベーパ からつくった人間の立場みたいなこ

とをシミュレ ンョンしてみるのもいい。〕例えばベー

プサードなどで、カリカチュア化したコンフリクトをそ

の場で演じていく、仮想の自分をそこに設けるようなイ

メージをつくると、我々は非常に対象化して突き放して

みることができる。そこに、一種のドラマ投があると、

スト リーができたり、色々な事刊を y ミュレ，ノョン

したりしてダイナミックにいろいろな動きを品み出すこ

とができる。 i草J-，-l立てとしては、非常に有効ではないか
と思います。そういう中で、臼分というものを訓;常に対

象化して、客観的に自分の位置や泣凡とほかとの関係が

見える。そして参加の軌道が見えてくる。だんだんほか

の人とうまくやり合っていく強さ、自分を潰さないで自

分らしさ、仮想の円分をlJjしていきながら本当の自分に

なっていくような)，法があると思います。

圏直mli!，:地減となるべく1現;ねりをもちたくないとい汐J語
綴磁を持つ人を尊重した朗Iづくりは可能でしょうかぶ

・佐保1:その人自身と何か行動を共にするようなアクテ

ィビティをどこかに見つける、ともに生きているという

実感を持てる瞬間をつくっていく、とにかくそ由人と Y

OU的関係をまず採し出してつくっていくということが
必要です。お主主いの高揚だとか{語値付けだとかが完全に

独立だと考えたならば、何をやっても合意形成を理論的

の保証する方法はないのです。共感し合うという人間の

ダイナミックな営みの中でしか合意形成というのはあり

得ません。どこかでお互いが人間同士なんだという!と

YOUとの弱係をベースにするような所をつくっていく
ことが、私たちの考えなければいけないことです。‘

副伊藤 設でも学べる環境をこれからつくっていくため

には、人j団関係といった人的環境に着目すべきなのか、

λ々 が出会える場を設定するという物的環境に着!U:i;ぺ
きな由か、どちらが緊説課題なのでしょうI，imo
・佐伯 尚)jですが、地域によります。コミュニティに

対するインフォーマノレなネットワークがある程度できあ

がっている所では、それを利!IJしていくのが圧倒的にい

い。ただ怖いのは、そこには権力関係がくっついてしま

っているということです。こういう場合は、環境の側に

行掛けていく、普段と違うアクティピティをポコっと入

れてやる。例えば、この会場でやっている貼り紙でもい

いし、お絵かきをさせるとか、何か新しいアクティピテ

ィの中で迷う出会い、発見としての出会いを持たせるよ

うな場の中で関係づくりが新しく変わる。そういうアク

ティピティを是非位掛けてもらいたいと思います。

.吉)11:特』こ若年単身者、外国人居住、そめ地域にTイ
ヂンテイティを得ていない腐をどう考えるか。

・佐伯 単身者とか、外国人とか、それこそ寝るだけに

来ている人だとか、そういう人たちには、いわば居場所

を与えてあげるということが火事だと忠L、ます。彼らの

意見をl融取する以前に、出場所というか、隙IIU、何か息

づける場を与える。そういういう人たちが何となく行き

やすい場を与えてあげると、そこにはいつの閥にかコミ

ュニティがIB来上がってきます。コミュニティというの
は 包ではない。色々な人が色々な機関を兄つけてたむ

ろできていくという関係の中で全体がある。重姿な言葉

で「非参加の参加jJというのがあります。参加していな

いということをアイヂンティティにして、それで参加し

ている。何もかも管理して計闘して見えている世界が一

番いいのかというと、怠が詰まってしまう。見えない世

界、絵でjiiJかやっているという世界もある程度容認して、

除問のある空間を月i虚したり何となく配慮してあげるこ
とが大事なのではないかと思います。

鳳吉JiI:際}簡をつくってそこに 1づ由ゴミニスニ号イをづ

くると、 TfLEYとT"EYl4対立みたいな誌が起きま
すが。

骨佐官l‘そこで交流なりをして、それぞれの文化の特性

を誘導チとしてシェアするような場にしないといけない。

それがないと、本当にたまり場になって、今度は利主主代

表みたいな要求ばかりするようになっていまったりする 0

.木下:矢仰さん、松本さん、長谷川さん、総本さんか

ら、学びやすド技会、コミュニ予イ由条flとはどのよを
なものかなど、地域社会での仕燐けをどうしたらよい僚

かという質拘が議づかlfJています。

事佐伯 すべては、 YOU関係をどう仕掛けるかという
ことです。{iiJか事柄を発見しあうとか調べるとか、共同

の針みの中でお万:いの面白さとか独特の味わいだとかそ

れぞれの持っている挺史的な文化性だとか、お互いの良

さをアプリシエートし合うような地域であれば、いつで

も学科できる学び合いの場が整っていくと思います。そ

のYOU環境づくりというのが、学習的な場を生みtllす
か、それとも権力的なTHEY約な関係を生み出すか、
分かオ，Idだと思っています。

聞tltru:学びを側目湯治的だ殺滋延長み連総裁ま葺とめを事ぬ
はあるのが。

事佐伯 区大化してくると THEY化してしまうので、
自ずとあるサイズをコアにしていくしかない。でもその

広がりは、コアになるコミュニティが幾っかあって、そ

れ全{本がまたコミュニティになっていくということもあ

ります。
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...本ト長HとUJj出委員が捕さあげたボード

盟長谷川初段近は、自治会というむんでいる所のコミュ

ニティというのがすごく希薄になってきています。歩い

ていける献血Eのコミュニティを考えると、fI治会とか小
学校経似しかない。そこで、公民館だとか学校をよくし

ようとすると、行政とのTI!EY的関係が1I立って告て
しまう。 YOU的関係というのは、なかなかtUてこない
と恕うのですが。

・佐伯 やIをやればL、L、かというのは分からない。例え

ば、松戸市がやった f すぐやる it~J のような、 " tLでき

てしまった制度約な行政と住民の対立的関係をわざと崩

してしまうことを始める。我々は、社会というと r1-1 E 
Y的に組織立った構造化した関係というものをとらえて

しまうのだけれども、どんな小さなことでも、時間はか

かっても蒜実に伝摘してい〈と私は信じています。

腫大JJ:メディア、新聞、広報誌等は、 u::とつでYO
(~なのでしょうか。

・佐伯 いまあるテレビや放送は、ごく例外を除くと T
HEYです。ただ、それを話題の桶にしていくことで、

YOU 的関i係に打り院しはできます o ifii I~l がるとか楽し
み合うとか、火事だと怠ったら感動するとか、 iとして

の反応を出し合ってそれをアプザンエートし合うという

ことが、まずYOじ的にとらえる出発点だと思います。
どんなメディアでも YOU化し得るものとして考えたい

と思し、ますの

聞tIIn:学びめ4誌としての説。ニの小中学校の珂1恕とはがJ
かをお曲iきしたいのですが。
・佐始。学校も、学ぶということは教家の中のことだけ

ではない、いつもほかの世界と関係をつくっていくこと

だと考え践し始めています。現代的な場で、先ほどの光

が丘みたいな地域が回定化していることに対する別の動

きも始まっています。暫iえば、裂の行き滑りが一種独特

の遊び空間をつくっている。その中で何となく交流し合

っている。完全に環境だけで形づくりをするというふう

にはいかない。ただ我々がそういうことにけ をつけて、

むしろそれを向てていくように絶えず状況をつくり砲し

ていくことが必設だと思いますれ情けないことに、学校

は制度fじされ、凶定化して恰開化されて、どうにもなら

ない状況になってしまっているのゲリラ11'1な般11日をじわ
じわつくるしかないのではないかと思いま i~" 

...ファンリテーションボ ドから

調揃 桜iltのような環境でも、いおいろな人とi当然に出
会えるような側耐と閉鎖的な融行自lのz面ittが事在するよ
うに悠う由ですが。

・体的 1i¥1定的な関係には、 YOU的な世界をどうやっ
て新しく発見的にil掛けてっくりかえていくかが重要で
す。新しいメディアなり新しい媒体なり、あるいは新参

者がどうやっていままでと違う奥質な文化をその中でう

まく滑り込ませるかということが決め子だと思います。

絞律的な粘荒性の高いコミュニティでは、異質性という

ものをどうやって取り込むかということが大事だし、光

が丘みたいに粘着目が非常に希薄な場合、ほとんど全員

が異質ばかりだという場合には、粘着性を付けていくこ

とをどう仕掛けるかが大事です。 YOU関係には、第 i
接耐と;n2接出iと両方あって、第 1鋒面というのは粘着
性で、首百 2j長田!というのは新しいことに対して関かれる

ことです。結局は、その両闘を持ったYOU関係という
もののノぐランスをどうやって壮齢けていくか、というこ

とに帰蒋するのではなし、かと思います。

眠中村:学子iの11Iで;:.向者え)j均ち宜わるとや4，til:J式均点
めようにして起こるの巡しょう語ら

事伎{出。お互いに ~41解し合っているのだけれども、解ら

ないものも持ちあっている、わからないことをわからな

いとはっきりと相互に認めあっていく限りは発見もあり

うるし、どんでん返しも鵡こり得ます。 Iいつもあの人
はああなのよ jとか、色分けされてしまっている関係が

山来てしまうと救いがないのです。先ほどのベープザ

ドのように仮怨的に、本当の自分はどこか別にあるんだ

よという形で認を進めていくと、絶えず自分を内省でき

るし、考えi直せる。意見も引っ込めやすいのです。かり

そめという感覚を絶えず持ちあった関係の中でならば、

学び合いというか、自分の意見を変えるということは起

こるのだけれども、ガーンとー庶表明してしまった意見

を変えることは、非常に難しい。 j友き差しならない事態

というものになるべくさせないで、お互いの艮さを認め

あうという日然に視かし、関係のti-!で思い返しができてく
るときに、発想が変わったり、発見が起こる、そういう

形でいL主主というものが生まれると思うのです。現!詰めや
カで意 3~ を変えるとか、そういうパスをいかにしてうま
くやんわりと外すかが合滋形成、知立学び合いの 醤の

コツなのではないかと思います。

箇務総ノゴ渓銭失隠絡がな削教総もあヌミのぎをルミ£みがふ
・佐伯。ない場合というのは、いわゆる仲間意識だけの

擬似的-q~践共同体の中にみんなが何となく入ってしまっ

ている、そしてアウトプットが分からないというもので

廿。そこから生まれるもの、1'1-1E YW界へ!flJけての働
きかけだとかアクションがない、そういう同好会的に集

まっている寄り合い的な世界というのは、実践共同体の

ように見えるけれども実践なき共肉体だということがあ

るのです句。マンネリ化しているし定型化しているけれど

も、コミュニティだけは連絡と持続している。これは実

践の共弱体とは言えない怖い構造だなと居、います。



議議話謬道施L
反訟Z斗

( 1 )校教符というのは、暮らし学び、!日J学びではない
かという視点が鮮やかに出されていました。従来、住ま

い町づくりも、仕掛け。側と受ける側、専門家と住民と

いう 2つのコミュニティに分かれていましたが、住教育

の視点からするならば、専門家と住民、あるいは大人と

F供が、 lつのコミュニテイをいかに形成していくかが

大事なのではないでしょうか。専門家も今までの強いイ土

鍋け、強い苦j.W!iを反省、して、弱い仕倒けとか弱し、言j.lilliと

いう規点が大事で、そのためには、技々専門家計身が地

域や状況の中に参入していく、生きることを学ぶという

視点こそが蒸本的なポイントとなるのではないかという

ことが、全体の議論の中で詑られていました。

( 2 )学ぶというのは、関係世のデザイ/ではないかと

いうことです。 1人 1人が自分のJfuりのあらゆる人間、
生物、環境とつながっているというつながりの生き生き

した認識の中で、実は相瓦に浸透し古っているのその共

有し合っている民i係刊ーの認識が高まっていくときに、そ
のI山I或に似ざしているという、 L、わばセ/ス・オブ ピ

ロンギングといいましょうか、その場所への帰属感が高

まっていくのではないか。村会全体が、故郷とか地域に

棋ざしたという状況を切れ切れにしている中で、関係性

のデザインという視点は、まさにその小さな地域から宇

街に至るまでの帰属l惑を高めるという、生きることとコ
ミュニティ、住まいを再建設することに向かつての基本

的エネノレギーを内から育んでいくことになるのではない
かということが語られていました。

( 3 )学ぶというのは、私が相、に!rJjかつてオ プノ・エ

ンドな限りなく出jかれたプロセスではないかという占で

す。その δでは、外から何々しなければならないという

押しつけがましい fshould.Jとかf"mustJの

世界ではなくて、一人一人が自らの自由なささやき、私

はこうありたいという fwi s h Jのw界から始まる。
γw  i s h Jが高まっていくと、だんだんあれもできそ
うだ、これもできそうだという気になる rc a n Jの世
界が協かれていく。そういう経験が核み重なっていく中

で、在、は何々であるという自己むアイデンティティ、ま

さに引分らしくなっていくという臼己発見の旅へ永続的

に向かうという気持ちが高まっていく。それが決して l

人だけでなくて、共同休での多様な地域社会で、甘まい

ffiJづくりの活動の経験を過してその手応えを感じる。そ

の経験が未来に向かつてまたやってみょうかなという気

持を立ち上げていく。いわば、過去の手応えを生成させ

ることが未来を予知lする人間的な心構えを膨らませてい
くのではないか。そういうオープン マインドというか、

尽りに未来に窓澗時間に、燃かれた気持ちを膨らませて

いくことがきわめて重姿であるということが諮られてい

ました。

(4)現代社会では、あちこちで価傍の対立が存在する。

そこでコンフリクトをエネルギーにして、一人一人の住

み手・生活者が小さなエネノレギーを紡ぎH:lす。対立をエ
ネノレギーにしながら YOUの世界をデザインする。その
ドラマのプ口セスを自らシナリオを脅さ、演じ、周りの

人とその楽しさや経験を分かち合うというその関係が実

は大事なのではないでしょうか。反対意見の人々を排除

するというイクスクルーシブな考え方は我々の中に根強

くありますが、むしろ反対側値の対立を包み込むという

インクノレ シブな包錦町jな関係、 YOUの関係にどう立
ちIftjかっていくかということが重要です。

YOU的tIt界を発見的に仕邸けてっくりかえていく、状
況を再高山富していくという視点が、排除約なコンフリク

トの多い現代社会にあって、むしろそれをエネノレギ に

しながら YOUのデザインをすることがtIまいづくりの
心を高めていく上で大事なのではないかと思います。つ

まり、 lとYOじの関わりのスタイルを量生かにする中で、
物を人と分かち合えるような状況が引成されていくので

はないか、と言われていたように思います。

( 5 )キ ワードとして、 T1-1 E Y化状況、 YOU化状
況というのがありました。社会全体がTHEY化状況そ

ている中で、 YOU化状況に変えていくためには、 人
一人どの人|出もが持っている他人の直感とか勘を大事に

すること、偶人の主~)!とか生き生きした反応とか感動を

大切にするという悦占を忘れてはいけないのではないか

と思います。現代社会では、客観化されたもの物象化さ

れたもの』まかりに自が行きがちだったけれども、もっと

一人 人の人間が持っている主観的な照りに対する良さ

| を分かち合う、評価しあうこと、お互いに内から殺かに

し合うということ、そこに学び合う関係のデザインのポ

イントがあるのではないか、ということも指摘しておき

たいと忠し、ます。
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第 5fiil羽市教育フォーラムのお知らせ

まちをあそぶ一アクチュアルな子どもの姿

ri証凶の本フォーラムでは、仏的先生の ILPP理論Jや「ド7ーツ論 iをおうかがいし
ました。その中で、人は生き生きとした状況の中で学び発注するということが今までにも

まして鮮明になりました。

そこで、今回は、子どもがg常的に、非日 f目的にi回りの環境と自由に多彩にかかわりな

がら心をときはなち、物的環境と人的環境への感受性を豊かにしていく lまちあそびJの
祝点と方法にお:11註してみたいと思っています。
題して「まちをあそぶーアクチュアんな子どもの姿」。

先ず、児llt宣Hに集う子どもらと、日常的にひらかれたi蛙びの世界のデザインを、時には
淡劇的に、時にはオリエンテ リング的に行い、多織なアクションの経験の持ち主の北島

尚志さん(石川井児-mfi出)にお訴をいただきます。

ついで、自治体の側から、 JI→日常的に子どもが身近な牒境を相手に遊ぶ手法を「却!る阪
口一ド探検Jとして、そのユニ クな災践を重ねてこられた木村邦夫さん(杉並区立社会
教育センタ 〉からプレゼンテーションしていただきます。

お二人のお話は、きっと、みなさんを笑いのウズのrj1(こまきこんでしまうことでしょう。

その後、参加者みんなで、論点を出し合い、討議を深め、今後の炭裂の子がかりをえた

いと思います。

ご参集をお待ちしております。

言己

-日 Z寺 9A30日(余)今:後6時-9時

-会場 当財団会議室

-講演 石和11井児童館 Jt島 、同げ心」一、 氏
ノr 杉並区立社会教育センター 木村 邦夫氏

::I-rイ不ーター 熊本大学工学部教授 佐総日[{1教育委民会委員長 延藤 吉正弘

"*京学芸大ヴ教fl学部教授 住総研u敏行委II会JjJl 小舟i 紀美子

• 77γリテ-1- 千葉大学問会学印刷J手 " 木下 男

" 筑波大学付属小学校教諭 〆 IIIJIH 万鼎子

-記録 跡見学制短期大学家政科講師l ノ 加藤 仁美

-ご不明の点、がございましたら、子記までごi車iI¥Fさい。
Jlj矧法人甘宅総合研究対凶

〒156 東京期1w: 11I谷広船僑 4-29 --8 
電話 033484-5381 FAX:03-3484-5794 
事務局 i間宮昭朗・小背寿美子

お申込li附の「はがきjでどうぞ

11: .まちづくりフォーラムかわら版(仮題 1

1994JI'9JjZll発行 (非売品)

発行人大坪 日目

発行所lI1L司法人住湾総合研究)lj 111 

〒156 見U~l:吉11iH: HI谷区船橋4-29 -8 
E電話 033484-5381 FAX:03 3484-5794 


	住・まちづくりフォーラム　かわら版（仮題）　ニューズレター第４号　１９９４年９月２日

	第４回　住教育フォーラムの記録

	第４回　住教育フォーラム「人が知的になるとはどういうことか」

	討論

	延藤先生のまとめ

	第５回住教育フォーラムのお知らせ


